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閑話休題
寿地区今昔　寿の成り立ち　③
20年8月敗戦で終戦。焼け野原となった横浜の中心地。焦土と化したここ埋め地七カ町地区は米軍に接収され、カマボコ兵舎が建ち鉄条網が張りめぐらされた。
当時、 神奈川県下には、戦争による罹災者、失業者、海外からの引揚の家族、復員兵など60万人余の人たちが生活に困窮していたという。もっとも日本全体が困窮していた。特に食糧難が深刻でみんなお腹をすかしていた。
　やがて横浜は、米国からの穀物等食料援助物資の8割が荷揚げされる港として活況を呈していった。横浜に行けば仕事と食事はなんとかなると労働者が集まってきた。ここに人口集にともなう住宅難が顕在化してきた。港湾労働をはじめとする日雇労働市場が形成された野毛地区には、派大岡川の川筋や川の水が枯渇した桜川（現、新横浜方面への桜川新道）沿いにスラムが、派大岡川には艀を改造した水上ホテルがあらわれ営業しだした。
昭和25年、朝鮮戦争が始まった。この戦争による米軍関係の戦争特需が日本経済の復興の大きな梃子となったと言われる。横浜港は一層の活況を呈し、全国から職を求めて一層の人口が集中した。それは、港や土木建築で働く労働者の住宅難を一層拡大していった。
水上ホテルは増え一艘毎の定員を増やして行った。定員を増やしたことで衛生環境が悪化、伝染病が発生し、またその重みでホテルは転覆、船底を杭が破って浸水事故などが発生し社会問題となっていった。同じころ野毛労働市場の隣接地である野毛、伊勢佐木町商店街は、経済復興が進んだ客層の変化による新生商店街を目指して、県や市に野毛労働市場の「環境浄化」を申し入れていた。
　県と市は、水上ホテルの廃止やスラムの移転計画を実行に移していった。時をほぼ同じくして、米軍による埋め地七カ町の接収が徐々に解除されていた。
ここまでが、戦後の寿ドヤ街前史といえるだろう。
　昭和30年、寿地区に簡易宿泊所（以下、ドヤと称す）第1号の建築確認申請が出され、同31年に「ことぶき荘」が開業した。このドヤは、南区中村町でドヤを営業していた業者によるものであった。これ以後少しずつドヤが増えていく。やがて、野毛、伊勢佐木地区での水上ホテルに見切りをつけた業者の一部が寿地区にドヤの建設を始めるのである。
　昭和34年、野毛、伊勢佐木地区の「環境浄化」運動も進み、派大岡川の柳橋のたもとにあった港湾の日雇労働を主に紹介していた「横浜港労働公共職業安定所」（保育所の前の職業安定所）が寿地区に移転してきた。これを契機に、一気にドヤの建設が進んでいくのである。日本は、以後長く続く高度経済成長政策の前夜でもあった。
次回は寿地区今昔　寿の成り立ち　④
